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【はじめに】 転倒をきっかけに、入退院を繰り返す利用者Ｃ様の、“住み慣れた自宅で過ご

したい“この思いを叶 える為、退院後の在宅生活の実現に向けて、多職種が協働して取り

組んだ症例について発表する。  

【事例】 Ｃ様：77 歳、男性。一軒家に独居。小児期による右半身不全麻痺。 平成 30 年

Ｘ月、自宅で転倒し、入院。退院後の暮らしについて、医師からは、家庭環境や繰り返さ れ

る転倒に、自宅の生活には限界があり、入居施設への入所を勧められる。 Ｃ様も、繰り返

される転倒に、施設入所を考えるようになったが、自宅での生活を諦めたくなかっ た。そ

の思いを叶える為に、多職種が協働して、在宅生活の実現に向けてプランニングを行い、身

体 機能と生活環境の見直しを行った。  

【経過】 退院後より、ロングステイを導入し、余暇時間に、リハビリ職による個別リハビ

リ、集団体操を取り 入れ、筋力向上へのアプローチを開始した。自宅環境の見直しでは、

本人とケアマネージャー、リハ ビリ職、福祉用具が介入し、問題点を抽出した。自宅の環

境に近い状況を再現し、在宅復帰後の生活 を、イメージ出来やすいものにした。生活が安

定してきた所で、一時帰宅を行った。  

【結果】 リハビリ職による身体的なアプローチと、多職種による専門的視点により、住環

境の見直しを行った ことで、在宅生活を実現することが出来た。 


